






要約:近藤班作成によるアンケートでてんかん児の学校での生活状況を調査した。調査を

受けた対象は 57 名で、東京都 19 名、大分県 18 名、その他 19 名で、年齢は 6 歳から 18

歳であった。そのうち 64%のものが学校の理解が得られていると考えていた。教師の理解

が得られていないと考えているものの多くはその根拠を疾患の理解不足としていた。悪化

時の責任の所在は両親と考えているものがほとんどであったが、学校、医師としたものも

おり、充分な相互理解を要すると思われる。そして、両親、学校、病院が育児、教育、治

療にあたるとき、可能な限り相互理解をはかり合意を得ることが望ましい。


